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毎
年
、
生
活
衛
生
だ
よ
り
11
月
号
で
は
、

「
生
活
衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月
間
」
に

合
わ
せ
、
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
以
下
、
組

合
）
の
活
動
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
組
合
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
し
ば

ら
く
の
間
は
事
態
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
な

か
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
（
以
下
、
生
衛

業
者
）
は
ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
、
組

合
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
期
待

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

図
表
１
は
、日
本
公
庫
の『
生
活
衛
生
関
係

営
業
の
景
気
動
向
等
調
査
・
特
別
調
査
結
果

（
調
査
時
点 : 

２
０
２
０
年
６
月
中
旬
）』
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
有
無
を
尋
ね
た
も
の

で
す
。
９
割
以
上
の
生
衛
業
者
が
「
影
響

が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

影
響
が
あ
っ
た
先
に
、
そ
の
内
容
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
売
上
（
来
店
客
）
が
減
少
」
と
の

回
答
が
98
・
５
％
と
大
半
を
占
め
、
そ
の
減

少
幅
は
「
50
％
以
上
減
少
」
が
半
数
近
く
に

上
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
深
刻
さ

が
伺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
表
２
）。

ま
た
、
業
況
の
改
善
に
向
け
て
今
後
予

定
し
て
い
る
取
組
み
を
尋
ね
た
設
問
で
は
、

「
広
報
活
動
の
強
化
」、「
新
商
品
、
新
メ

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
生
衛
組
合
の
支
援
事
例
　
特
集

コ
ロ
ナ
禍
で
生
衛
業
者
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
は“
売
上
の
確
保
”

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
約
半
数
の
生
衛
業
者
が
売
上
50
％
以
上
減
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図表３　収束後の取組み予定

ニ
ュ
ー
の
開
発
」、「
新
た
な
販
売
方
法

の
開
拓
」
な
ど
、
売
上
の
確
保
に
つ
な

が
る
取
組
み
を
予
定
し
て
い
る
と
の
回

答
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

生
衛
業
者
が
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ

売
上
の
回
復
に
、
最
優
先
で
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
図
表
３
）。

そ
こ
で
本
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
苦
し
む
組
合
員
に
対
す
る
組
合

の
支
援
事
例
を
、
売
上
や
集
客
面
で
の

取
組
み
を
中
心
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

図表 1　新型コロナの影響の有無

影響があり、今後も
影響が続く見込み

88.7%

影響はあったが、
現時点では
収束している

6.9%

現時点では影響はないが、
今後影響が出る
可能性がある

2.6%

影響はない
1.8%

（n=3,138）

影響があった
95.6%

図表 2　売上の減少幅

80%以上
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50%以上
80%未満
33.0%

30%以上
50%未満
23.3%

10%以上
30%未満
22.6%

10%未満
6.3%

50%以上減少
47.8% （n=2,935）
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青森県すし業生活衛生同業組合 八戸支部

八戸産“ウニ”を使った
「特製すし弁当」を販売

青森県すし業生活衛生同業組合 八戸支部は、2020 年 5 月のウニ漁解禁に合わ
せ、八戸産のウニを贅沢に使った、特製すし弁当の販売を行いました（販売期
間：5 月 15 日～ 7 月末日）。取組みの経緯やその効果などについて、同組合支
部長の田中さんにお伺いしました。

八戸市は、全国トップクラスのウニ漁獲量を誇り、6 月から 7 月にかけて旬を迎えます。ウニ
をはじめとした新鮮な魚介の味を求めて、県内外から多くの観光客が訪れ、最近では海外からの
お客様（インバウンド）を見かける機会も多くなりました。しかし、新型コロナの影響によりイ
ンバウンド需要は蒸発、国内の観光客の姿も少なくなり、３月に入ると、組合員のなかにも営業
時間の短縮や休業など、営業活動の自粛を余儀なくされた店舗が出てきました。

コロナに負けるな！生衛組合の支援事例　特集

「特製すし弁当」とは
■ ３つに仕切られた弁当箱には、各店共通で八戸産の生ウニ丼と、見た目が華やかな

手まり寿司が必ず入り、残りの１枠は、各店オリジナルメニュー 
■ 販売期間：2020 年 5 月 15 日～ 7 月末日
■ 八戸市内 11 店舗で取扱い、値段は 3,000 円（税抜）

組合取組事例組合取組事例

AOMORI

このままでは経営が維持できなくなるという危機感のもと、組合として何か
できないかと支部組合員全員で話し合い、５月から漁解禁となる地元・八戸産
のウニを使って、すし店らしい、すし弁当は作れないかと考えました。

（※）写真の右端の 1 枠が、各店オリジナルのメニュー
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組合として何かできないかと、支部全員で話し
合いをしました。コロナ禍ということもあり、お
客様に本当に来てもらえるか不安もありました
が、結果は多くのお客様に来店いただき、「見た
目も華やかでおいしい！」と声をかけられ、我々
も元気をもらいました。

▷▷▷参加した組合員の声

各店舗、コロナ禍で外出を自粛している市民の皆さまに地元で採れた魚介類を味わってもらい、
明るい気持ちになってもらおうと、彩りも工夫するなどメニュー開発に取り組みました。なかに
は、予定数の５倍を売り上げるなど、大きな反響がありました。また、コロナ禍による需要減で
飲食店と同じく苦境にある地元の漁業者の支援も目的としていましたが、予想以上の成果を上げ
ることができたと思います。
「特製すし弁当」のほか、八戸支部では障害者支援施設を訪問し、すしを振る舞う「寿司慰問」

を行っており、利用者の皆さんに大変喜んでいただきました。今後も、組合として地域に貢献で
きる活動を続けていきたいと考えています。

宣伝はお金をかけずに “パブリシティ ”
今回の取組みは、どの店舗も経営が厳しい中で生まれたアイデアです。広告宣伝にお金をかける

と、この取組みの意味がなくなってしまうと考え、無償でできる宣伝方法＝パブリシティで宣伝す
ることにしました。地元の新聞社２紙に取材を依頼したところ、快く引き受けていただき、無事、
掲載されることになりました。このほか、組合県本部が運営するフェイスブックの公式アカウント
にも掲載しました。

レシピ案を作成
支部では、高齢の組合員が多く、オリジナルメニューのアイデアが湧かないといった店舗もあり

ました。このままでは、この取組みに参加する店舗が減ってしまうと考え、アイデアが出やすいよ
うに「レシピ案」を作ることにしました。私が考えたレシピ４例と、それぞれの原価を示してあげ
ると、高齢の組合員も「それなら作りやすい」と、組合員みんなから賛同を得ることができました。

売上はすべて組合員の手元に
売上のすべてが組合員の手元に残る

ように、そして、この取組みが各店舗
の新規客獲得のきっかけとなるように
と、販売店を別途設けるようなことは
せず、販売は各店舗のみで行いました。
各店舗には、「新聞で見たよ」など、お
弁当を楽しみにしていただいた多くの
お客様に来店いただきました。

▷▷▷取組みのPOINT
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会津酒場
スタンプラリー

参加店舗で 3,000 円
以上の飲食をしていた
だくと１ポイント獲得
でき、３ポイント集め
ると次回以降使える
3,000 円のお食事クー
ポンが先着１万名に贈
呈されます。しかも、
２巡目、３巡目と複数
回の参加が可能な、“呑
んべぇ”には嬉しいイ
ベントです。ただし、
ポイントを集める３店
舗はすべて違うお店で
なくてはいけないルー
ルとしています。

ま た、 ス タ ン プ ラ
リーに参加するには、
ＬＩＮＥで当アカウン
トを友だちに追加して

乾杯で“街”を元気に！地域ぐるみで取り組む
「あいづ呑んべぇ文化支援プロジェクト」

福島県社交飲食業生活衛生同業組合 あいづ支部では、地元の他団体と連
携して「あいづ呑んべぇ文化支援プロジェクト」を実施し、コロナ禍で賑
わいを失った“街”の活性化に取り組んでいます。プロジェクトの概要や
その効果などについて、プロジェクトの実行委員長も務める、高野支部長
にお話を伺いました。

あいづ呑んべぇ文化支援プロジェクト

コロナに負けるな！生衛組合の支援事例　特集

特典１　タクシー割引

参加店舗で 3,000 円以上の飲食をされた方が、お
店経由でタクシーを手配した場合、当日限り有効な
500 円分の割引チケットをお渡ししています。

特典２　乾杯酒のサービス

会津清酒を乾杯酒として１杯サービスしていま
す。参加店舗によって取扱いが異なるため、銘柄（全
12 銘柄を用意）は指定できませんが、どれも大変
美味しく、評価の高い純米酒をご用意しています。

※会津清酒での乾杯を奨励し、会津清酒をより深く知り、その美味しさ・素晴らしさを周知することを目的に制定された会津若松市の条例

会津地方は酒造りに適しており、古くから東北の酒どころと
して有名です。会津若松市内には 12 か所もの造り酒屋があり、
市では「乾杯条例（※）」を制定し、会津清酒の普及促進とその
文化の継承に取り組んでいます。もちろん組合でも市の取組み
に日頃から協力しています。

近年では、会津清酒のブランディングやナイトエコノミーの取組みなど、地域を挙
げた観光推進策が功を奏し、“ 街 ” に活気が出始めていました。しかし、コロナ禍で一変。このままでは、経済だ
けではなく、酒どころとしての文化も衰退してしまうと危惧していたところ、市の商工課から「コロナ禍を乗り越
えるために何かできないか？」と相談があり、組合として、市と一緒に活性化策を検討していくことになりました。
企画にあたっては、地域のイベントなどでよく顔を合わせ、一緒に地元を盛り上げている、酒造協同組合、タクシー
協会などと連携して進めることになりました。

FUKUSHIMA

福島県社交飲食業生活衛生同業組合 あいづ支部　

開催期間：2020 年６月 30 日
　　　　　～12月31日（予定）

もらう必要があり、ポイント・クーポンもＬＩＮＥ上で発行され
ます。一見、手続きが面倒に感じる方もいるかと思いますが、二
次元バーコードで簡単に登録でき、参加店舗の情報をすぐに検索
できるなど、とても便利です。
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“ あいづあかべこ宣言 ”で安心・安全をＰＲ
参加店舗には“あいづあかべこ宣言”に賛同いただき、感

染予防対策を徹底してもらっています。多くの店舗が一緒に
取り組むことで感染予防に対する意識が高まるとともに、安
心・安全のＰＲ効果も高まります。

さらに嬉しい！参加店舗ごとの “おもてなし ”
イベントを盛り上げるため、参加店舗には店舗ごとの“お

もてなし”をお願
いしています。お
つまみ１品サービ
スや飲み放題 30
分サービス、カラ
オケ２曲サービス
など、スタンプラ
リーの参加者は店
舗 ご と に 嬉 し い

“おもてなし”が
受けられるのも、
このイベントの魅
力です。

巡る楽しみＵＰ！
開催期間中に参加店舗をアップデート

イベントを盛り上げるためには、参加店舗を充実させる必
要があります。当初は組合等（共催機関などを含む）に加入
している飲食店のみを参加店舗の対象としていましたが、８
月からその条件を撤廃し、市内の飲食店であれば誰でも参加
できるように変更しました。そのほか、組合で個別に地域の
飲食店を回り、イベントへの参加を呼びかけるなどしたとこ
ろ、参加店舗を大幅に増やすことができました（45 店舗→ 82
店舗／ 9 月 10 日現在）。そのことが組合の周知にもつながり、
新たに組合に加入していただけたケースも４件ありました。

組合の方から声をかけていただき、参加を決めました。特典
のタクシー割引も乾杯酒のサービスもお客様から大好評です。
スタンプラリーがきっかけで初めてお店に来てくれたお客様も
いるなど、集客面でも助かっています。また、コロナ禍で大変
な状況でも、組合を通じて多くの同業者の方と情報交換ができ
るので心強いです。

▷▷▷参加した組合員の声

▷▷▷取組みのPOINT

今回のプロジェクトは、お食事クーポンなど、市のバックアップが
なければ実施が難しかった部分もありますが、イベントの効果がより
大きなものとなるよう、組合側の意見（事業者目線の工夫など）を積

極的に提案し、反映させていきました。その効果
もあってか、開始１か月余りでスタンプラリーの
参加者が 2,000 名を超え、早くもクーポンを手に
入れ、２巡目以降に挑戦中の方もいるなど、想像
以上の盛り上がりをみせています。新型コロナの
収束時期が見通せないため、まだまだ油断はでき
せんが、取組みの効果を実感しています。
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衛生面への配慮を徹底！
感染症と食中毒をダブルで予防

安心してご来場いただけるよう、接触が少なくて済む「ドライ
ブスルー方式」の販売形態を採用しました。また、ＨＡＣＣＰに
基づいたスタッフの健康チェック、受渡時の手袋・マスクの着用、
こまめなアルコール消
毒等を実施し、新型コ
ロナの感染予防を徹底。
併せて、屋外での販売
だったので、弁当は販
売直前まで冷蔵庫で管
理するなど食中毒の発
生防止にも細心の注意
を払いながらイベント
を運営しました。

広く参加店舗を募集！
イベントがきっかけで組合の新規加入者も獲得

参加店舗の募集は、まずは組合員向けにメールや郵便で行いま
した。しかし、コロナ禍の影響は深刻で、困っているのは組合
員も、そうでない飲食店も一緒。このような事態では地域一丸
となって協力すること
が大切だと考え、ＨＰ
やＳＮＳの特設ページ
を通じて、組合員では
ない店舗にもイベント
参加を呼びかけました。
その結果、多くの店舗に
参加いただけたことに
加え、組合を知っても
らうきっかけにもなり、
新たに６名の仲間が増
えました。

静岡県飲食業生活衛生同業組合 浜松支部　　

「#浜松エール飯」で地元飲食店を支援！
地域活性化にも貢献

静岡県飲食業生活衛生同業組合 浜松支部では、「おいしいはコロナに負けない！」をスローガンに
ドライブスルー方式のお弁当販売イベント「# 浜松エール飯」を開催し、地元飲食店の支援に取り
組んでいます。開催の経緯や工夫した点などについて、内山支部長にお話を伺いました。

SHIZU
OKA

▷▷▷取組みのPOINT

コロナ禍の影響で、浜松支部のある静岡県西部でも２月下旬頃から飲食店の売上が低迷し始め
ました。ちょっとした外出でも感染リスクが付きまとう状況では、外食の機会は減少せざるを得
ません。

このような中でも、安心・安全に食事を提供するため、各飲食店は感染予防や新しい生活様式
への対応に努めています。その一つがテイクアウトです。この各店の取組みを、組合の組織力を
生かして大々的に行えば、お客様に楽しんでいただけ、イベントとしても盛り上がるのではない
かと考え、「# 浜松エール飯」を企画しました。

「# 浜松エール飯」概要
■ 開催日：2020 年５月～７月の
　　　　　 土日祝日に開催　 （計21日間）
■ 参加店舗数：約 70 店舗
■ 販売したお弁当の総数：約 5,750 食

コロナに負けるな！生衛組合の支援事例　特集
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ＳＮＳやマスメディアを
上手に活用してイベントをＰＲ

チラシ、看板、のぼりなどの作成はもちろん、フェイスブック
やインスタグラムなどのＳＮＳでイベント情報を発信して集客
を図りました。地元飲食店を挙げての取組みは、メディアから
の注目度も高く、テレビ局や新聞社の取材が数多く入り、その
ことが集客にもつながりました。

また、ＳＮＳではイベントのＰＲ情報以外にも、販売状況（お
弁当の残りの数）をリアルタイムで発信。来場者の方からとて
も好評でした。

イベントの中締めとして
『H

ハ マ マ ツ
AMAMATSU　F

フ ー ド フ ェ ス テ ィ バ ル
OODFESTIVAL』開催

自粛ムードの中、少しでも楽しく夏を過ごしてもらいたいと
思い、エール飯のメンバーで『HAMAMATSU　FOODFESTI-
VAL』を企画しました。巨大スクリーンを使って、車の中から映
画を観賞するドライブインシアターと、今年は中止となってし
まった“浜松まつり”で恒例の大凧揚げを開催。会場には映画
や凧揚げの観賞のお供にピッタリなお食事メニューを提供する
屋台も出店し、感染予防を徹底したうえで“地元で”夏を楽し
んでもらいました。開催期間中（7/23 ～ 26）はあいにくのお天
気でしたが（４日間のうち３日が豪雨）、悪天候の中、延べ 2,400
人の方にご来場いただきました。

浜松エール飯に複数回出店させてもらいましたが、とにかく
お客様の多さに驚きました。そのため、用意したお弁当も想像
以上に早く売り切れてしまい、楽しみに来場してくれた方に怒
られてしまうのではないかと思いましたが、逆に、「売り切れ
て良かったね！大変だけど頑張って！」と励ましの言葉をかけ
ていただくなど、嬉しい驚きばかりのイベントでした。参加し
て本当によかったです。

▷▷▷参加した組合員の声

今回の取組みでは一定の成果が得られましたが、今後もしばらくは新型コロナと向き合ってい
かなくてはなりません。このような状況だからこそ、組合がリーダーシップを発揮して衛生水準
の維持向上に取り組み、地域の飲食店の感染予防に対する意識を高めつつ、新しい生活様式にあっ
た “ 販売スタイルの提案 ” や “ イベントの開催 ” なども行い、飲食業界を盛り上げていけたらと
考えています。
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出店に関する幅広い相談にワンストップ対応
新たに出店するとなると、営業許可証の申請、開業届の提出、

店舗・電気・ガス・水道の契約、仕入業者の確保など、やるべ
きことが多くて大変です。そこで、組合が窓口となり、各種手
続きを代行したり、専門家（行政書士など）や仕入業者、民間
金融機関、公庫等を紹介したりして、出店に関する幅広い相談
にワンストップで対応しています。

初期費用を抑えて出店を後押し
廃業した空き店舗を活用した居抜き出店は、設備機器等をそ

のまま使用できるケースが多く、出店費用を抑えることができ
ます。それに加え、地区の貸店舗を管理する不動産会社５社に
協力していただき、１か月間のフリーレント（家賃１か月無料）
を実現しました。また、希望者に対しては仲介手数料の支払いを１か月後に繰り延ばすことも可能です。そのほか、営
業に必要となる酒類やおつまみ、おしぼり等も組合員価格で利用できます。出店に係る初期費用をなるべく少なくして、
ハードルを下げることで出店を後押ししています。

広島県生活衛生同業組合連合会

地域一体で取り組む
2つのプロジェクトで繁華街の賑わいを守る！

広島県生活衛生同業組合連合会では、コロナ禍で大きな影響を受けた広島
市内の繁華街 流

ながれ

川
か わ

・薬
や

研
げ ん

堀
ぼ り

地区の再活性化や、クラウドファンディングを
利用した飲食店の資金繰り支援に取り組んでいます。プロジェクトの概要や
立ち上げの経緯などについて、同連合会の佐々木会長にお話を伺いました。

▷▷▷取組みのPOINT

流川・薬研堀地区は、多くの飲食店や遊興施設が立ち並ぶ中国地方最大の繁華街です。コロナ
禍以前は地元客だけではなく観光客、インバウンド旅行者などで大いに賑わっていました。しか
し、コロナ禍で状況は大きく変わり、同地区への人出は減少。本来の賑わいからはほど遠い状況
が続いています。なかには事業継続を諦めて廃業してしまうお店もあり、このままでは地区全体
の魅力が低下し、コロナ収束後も人出が戻らないのではと、不安の声も聞かれるようになりまし
た。

このような緊急事態のときこそ、現場のことをよく知る組合がリーダーシップを発揮する必要
があると考え、地区の貸店舗を管理する不動産会社、地元をよく知る金融機関などに対して協力
を呼びかけ、流川・薬研堀地区の再活性化プロジェクトを立ち上げました。

〈概要〉
コロナ禍で空き店舗となった物件等を活用し、同地区での出店

（移転を含む）を手厚く支援をすることで、地区の賑わいを守る
プロジェクトです。出店を希望する方は組合に加入していただく
ことで、さまざまなサポートを受けられます。

プロジェクトを立ち上げてわずか２か月で 10 件近い利用があ
りました。また、現在相談中の案件も多く、地区の再活性化に向
けて手応えを感じています。

プロジェクト①　「流川・薬研堀地区の再活性化」

HIROSHIMA

コロナに負けるな！生衛組合の支援事例　特集
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地元の信用組合と連携！サポートローンを斡旋
本プロジェクトでは出店費用を抑えるための様々なサポートを行っていますが、それでも資金が必要となる場合は、

広島市信用組合がプロジェクトのために新設した“組合員向けのサポートローン”を利用できます。同信組は地区内
に多くの支店を持ち、地区の事情にも詳しく、全面的に協力してくれています。100 万円までの小口資金が対象ですが、
組合の紹介があれば、信用保証協会を通さずに短期間で融資を実行してもらえる商品です。

流川でラウンジを経営しています。コロナ禍で客足が減少し、今より家賃の安い
店舗を同地区内で探していたところ、不動産会社の方からの紹介でこのプロジェク
トを知りました。その後、社交組合の方に相談に乗ってもらい、広島市信用組合の
サポートローンの斡旋を受けました。移転に必要な資金を迅速に融資していただき、
とても助かりました。新型コロナの影響がどこまで続くか分かりませんが、お客様
と従業員の健康を第一に考えながら、お店の維持・継続に向けて、工夫をこらして
営業を続けたいと考えています。

連合会では、紹介した取組み以外にも行政や保健所と密に連携し、飲食店従業員の PCR 検査の
推進、感染経路特定の協力など、感染拡大防止にも努めています。大変な時期ですが、こういう
ときだからこそ組合が果たす役割は大きく、また、できることも多いのではないでしょうか？今
後も組合・組合員の振興、ひいては、地域の活性化に役立つ取組みを続けていきたいと考えてい
ます。

▷▷▷サポートを受けて移転した組合員の声

プロジェクト②　「ひろしま好きじゃ券」

〈概要〉
本プロジェクトはクラウドファンディング

の仕組みを利用しています。チケットの購入
者は自分の好きなお店を選んで出資（一口
5,000 円）し、後日、選んだお店で使える飲

食チケット（25％のプレミアム付き）が手に入る仕組みです。県
内の飲食店約 1,250 店舗が参加し、「馴染みの店を応援したい」、「コ
ロナが収束したら、あのお店に行ってみたい」、そんな想いが全
国各地 9,211 人の方から集まり、県からの助成金を含め、2 億円
を超える資金を飲食店に届けることができました。

新型コロナの影響で苦境に立たされている飲食店の資金繰りを支援するため、県からの支援を
いただき、連合会で “ ひろしま好きじゃ券 ” プロジェクトを立ち上げました。
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事
例
か
ら
考
え
る
！

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
　
取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト

経
営
ア
ド
バ
イ
ス

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
生
衛
組
合
の
支
援
事
例
　
特
集

り
上
げ
て
も
ら
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

Ⅱ
．
参
加
し
た
く
な
る
イ
ベ

　
　
ン
ト
を
企
画
す
る
コ
ツ

次
に
福
島
県
の
『
あ
い
づ
呑
ん
べ
ぇ
文
化

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
お
食
事
ク
ー
ポ
ン
な

ど
、
一
見
よ
く
あ
る
企
画
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
実
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
お
客

様
が
参
加
し
た
く
な
る
工
夫
が
し
っ
か
り
と

備
わ
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
の
大
き
な
動
機
づ
け
と
な
る“
お
得
感
”

を
顧
客
の
行
動
に
沿
っ
て
複
数
回
に
分
け
て

提
供
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
お
客
様
が
来
店

し
、
ま
ず
乾
杯
し
て
（
お
得
①
）
→
食
事
を

し
て
→
参
加
店
ご
と
の
お
も
て
な
し
を
受
け

（
お
得
②
）
→
タ
ク
シ
ー
券
が
も
ら
え
る
（
お

中村　佳織
 ナカ ムラ　　　 カ　オリ

株式会社リフェイス　代表取締役
中小企業診断士

プロモーション戦略や行動観察による営業
強化などを専門に、中小企業のコンサル
ティングを行っている。
また、年間 150 本にも上るセミナーでの講
演は具体的で分かりやすいと定評がある。
中小機構、商工会議所などの支援機関にお
いても経営アドバイザーを務めている。

Ⅰ
．
地
元
客
に
向
け
て

　
　
商
品
開
発
力
を
磨
こ
う

ま
ず
は
青
森
県
の
『
特
製
す
し
弁
当
』
の

事
例
で
す
。
観
光
客
の
需
要
が
期
待
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、
地
元
客
に
焦
点
を
当
て
た

取
組
み
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
組
合
員
か
ら

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
イ
デ
ア
が
湧

か
な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
飲

食
店
が
新
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
で
き
な
い
と
い

う
の
は
少
し
意
外
に
も
感
じ
ま
す
が
、
素
材

そ
の
も
の
に
重
き
を
置
く
お
店
や
ス
ポ
ッ

ト
の
観
光
客
が
多
い
お
店
な
ど
で
は
、
メ

ニ
ュ
ー
が
固
定
化
し
が
ち
な
た
め
に
開
発
力

が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飲
食

店
は
い
く
ら
美
味
し
く
て
も
飽
き
ら
れ
た
ら

お
し
ま
い
で
す
。
今
後
も
し
ば
ら
く
の
間

は
、
観
光
地
に
お
い
て
も
地
元
客
が
タ
ー

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に

営
業
で
き
な
い
状
態
が
続
く

中
、
何
と
か
売
上
を
作
ろ
う

と
全
国
各
地
で
様
々
な
取
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
苦

し
い
中
で
も
、
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
す
う
ち
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
平
常
時
に
は
見
え
な

か
っ
た
新
た
な
活
路
・
商
売

の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
今

を
乗
り
切
る
た
め
の
一
時
的

な
効
果
に
留
ま
ら
ず
、
今
後

の
競
争
力
強
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
本

誌
の
４
つ
の
事
例
を
深
堀
り

し
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ゲ
ッ
ト
に
な

る
の
で
、
そ

れ
を
踏
ま

え
た
新
メ

ニ
ュ
ー
の
開

発
に
力
を
入

れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
青

森
県
の
事
例

で
は
、
組
合

の
支
部
長
が

レ
シ
ピ
案
を
示
す
こ
と
で
、
尻
込
み
し
て
い

た
お
店
も
無
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
助
け
合
い
が
で
き
る
の

は
、
組
合
な
ら
で
は
の
良
さ
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
個
店
で
は
な
く
、
組
合
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
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お
店
も
あ
り
、大
き
な
差
が
出
て
い
ま
し
た
。

売
れ
て
い
る
お
店
は
“
看
板
メ
ニ
ュ
ー
”
や

人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
少
し
ず
つ
楽
し
め
る
“
盛

り
合
わ
せ
”
な
ど
を
提
供
し
て
お
り
、
逆
に

人
気
の
な
い
お
店
は
、
通
常
メ
ニ
ュ
ー
と
全

く
違
う
も
の（
ex.
小
料
理
屋
な
の
に
カ
レ
ー
）

や
無
難
な
メ
ニ
ュ
ー
の
単
品
提
供
な
ど
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
お
店

で
支
持
さ
れ
て
い
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
に
す
る
方
が
お
客
様
の
ウ
ケ
は
良

く
、
お
店
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
店
頭
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

の
情
報
発
信
も
大
切
で
す
。

Ⅳ
．
み
ん
な
で
街
の

　
　
明
か
り
を
つ
な
ご
う

い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
が
全
国
各
地
で
進
む

一
方
で
、
残
念
な
が
ら
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な

い
お
店
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
空
き
店
舗
が

増
え
る
と
街
全
体
が
暗
く
な
り
、
消
費
マ
イ

ン
ド
が
一
層
落
ち
込
む
だ
け
で
は
な
く
、
お

店
側
の
気
持
ち
も
滅
入
り
ま
す
。
そ
の
マ
イ

ナ
ス
の
連
鎖
を
い
ち
早
く
断
ち
切
る
た
め

に
、
広
島
県
で
は
組
合
と
不
動
産
会
社
、
金

融
機
関
な
ど
が
連
携
し
た
『
地
区
再
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
開
始
し
ま
し
た
。
い
ち

早
く
マ
イ
ン
ド
を
切
り
替
え
て
、
こ
こ
ま
で

す
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

準
備
段
階
（
４
～
５
月
時
点
）
で
は
、
恐
ら

く
多
く
の
お
店
が「
渋
々
や
っ
て
い
る
」、「
利

益
も
出
な
い
し
早
く
終
わ
り
に
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
“
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
”

に
焦
点
を
当
て
た
こ
と
で
す
。
実
は
飲
食
店

の
皆
さ
ん
が
思
う
以
上
に
、
消
費
者
は
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
あ
の
お

店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
ど
ん
な
感
じ
だ
ろ

う
？
」
と
ネ
ッ
ト
で
頻
繁
に
検
索
・
情
報
交

換
を
し
て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
ま
し
た
か
？
筆
者
の

家
の
近
隣
で
も
多
く
の
お
店
が
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
を
始
め
ま
し
た
が
、
２
時
間
以
上
前
に
電

話
し
な
い
と
買
え
な
い
ほ
ど
の
人
気
店
も
あ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
て
い
る
様
子
の
な
い

得
③
）
→
さ
ら
に
３
店
舗
回
れ
ば
３
０
０
０

円
ク
ー
ポ
ン
が
も
ら
え
る
（
お
得
④
）。
こ

の
よ
う
な
設
計
に
よ
り
、「
お
得
！
」
と
感

じ
る
場
面
が
何
度
も
発
生
す
る
た
め
、
総
額

分
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
度
で
受
け
る
よ
り
も
満

足
度
が
高
ま
り
ま
す
。
２
つ
目
に
“
利
便

性
”
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
参
加
す
る

形
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
だ
け
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
店
舗

検
索
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
管
理
、
抽
選
応
募

な
ど
す
べ
て
が
完
結
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
操
作
方
法
の
説
明
ペ
ー
ジ
ま
で
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
客
様
目
線
に
立
っ
て
、
使
い

や
す
さ
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
る
こ
と
も
成

功
の
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
す
。

Ⅲ
．
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は

　
　
今
後
も
武
器
に
な
る

次
に
静
岡
県
の
『
＃
浜
松
エ
ー
ル
飯
』
で

前
向
き
な
取
組
み
に
踏
み
切
っ
た
の
は
英
断

で
す
し
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
多
く
の
新
規

出
店
者
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
驚
き

で
す
。「
苦
し
い
時
期
だ
が
、
未
来
は
明
る

い
！
」、「
街
は
こ
れ
か
ら
新
た
な
発
展
段
階

に
入
る
！
」、
そ
ん
な
希
望
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
事
例
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
店
単
独
で
は
困
難
で
も
皆
で
力
を
合
わ

せ
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
下
を
向
か
ず
、
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！



トピックス 12

生衛業向け「経営課題解決セミナー」を
オンライン形式で初開催

日本公庫は、生衛業の皆さまの経営課題解決を支援するため、
2016 年度から「経営課題解決セミナー」を開催しています。
2019 年度は全国各地で計 147 回開催し、4,000 人を超える方
にご参加いただきました。

2020 年度は、新型コロナの影響で従前のような形での開催
が難しくなっておりますが、日本公庫 沼津支店では、沼津信用
金庫や静岡県生活衛生営業指導センター等と連携し、「経営課題
解決セミナー」としては初となる、オンライン形式でのセミナー
を開催しました。

セミナーは二部制で、第一部では静岡県東部保健所衛生部長の
鈴木眞二氏を講師に迎え、感染予防対策などについてお話いただ
きました。第二部では、経営コンサルタントとして飲食店の支援
に取り組まれている、武田秀一氏にコロナ禍に対応した店舗運営
について、具体的な事例を交えながら解説していただきました。

新型コロナの影響で厳しい環境におかれている飲食店の方などに、少しでも有益な
情報を提供できたらと考え企画しました。初めての試みだったので不安な面もありま
したが、オンライン形式で開催したことにより、日中に時間の取りにくい方にもご参
加いただけ、昨年度を上回る受講者の方にご聴講いただけました。

今後も日本公庫では、セミナーの開催などを通じて、生衛業を営む皆さまの経営に
役立つ情報提供に努めてまいります。

左から沼津信金・石塚理事、沼津信金・奈良橋常務、静岡県東部保健所・鈴木衛生部長、日本公庫・飯澤支店長、日本公庫・河合融資第二課長
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